
 

平成 28年７月 下田市教育委員会定例会 会議録 

 

 平成 28年７月 28日(木)14時 00分下田市教育委員会定例会を下田市立中央公民館大会議室に招集した。 

 

出席委員は次のとおりである。 

 佐々木文夫 教育長 

田中とし子  委 員 

渡辺 亮治 委 員 

土屋 康宣 委 員 

 天野 美香 委 員  

 

委員以外に出席した者は次のとおりである。 

峯岸  勉   学校教育課長 

河井 長美  生涯学習課長 

山梨 弘樹  学校教育課参事 

朝比奈 誠 生涯学習課長補佐 兼 図書係長 

糸賀  浩   学校教育課長補佐 兼 こども育成係長 

吉田 康敏  学校教育係長 

本間 奈巳  社会教育係長 

 山田 慶太  学校教育課 主事 

 

本会議録調製者は次のとおりである。 

 山田 慶太 学校教育課 主事 

 

１．14時 00分教育長開会を宣す 

 

 

２．会議録署名人選出 

会議録署名人に 土屋 康宣 委員を選出 

 

  

３．６月定例会会議録承認 

   事務局より資料に基づき説明、承認 

 

 

 



４．教育長報告事項 

   ７月事業報告、８月事業計画について、事務局より資料に基づき説明 

 

教育長      本日は７月の市議会臨時会が開催されました。教育委員会関係の議案はなかったもの

の、提出される予定だった副市長の人事案件が今回は見送られることとなりました。ま

た、こども医療費に関する条例についての議案が提出され、全会一致で可決されました。

報道等により既にご存じかと思いますが、これまでは未就学児までが対象で「自己負担

は 500 円が上限」というものでしたが、今後は中学生まで入院・通院に関する自己負担

分が無料となります。この件については 10月１日から適用されますが、我々にとっても

非常にいいニュースだったと思います。 

         ７月９日、10日には賀茂地区の中体連が開催されました、下田市内の中学校の生徒も

存分に活躍を見せてくれました。男子バレーでは下田中が優勝、下田東中が準優勝で２

校揃って県大会に進出しました。下田東中は残念ながら健闘及ばず敗退となりましたが、

下田中は一回戦を突破して本日も試合を行っていますので、東海大会を目指して勝ち進

んでほしいと思います。また、下田中はサッカー部も地区予選で久しぶりの優勝を果た

しました。県大会は残念ながら一回戦で敗退してしまいましたが、生徒たちにとっては

貴重な経験になったと思います。また、男子剣道では個人の部で優勝した生徒がいるほ

か、ソフトテニスの個人戦でも男女計４名が県大会に進出しているという状況です。 

生涯学習課から市町駅伝の決起集会の報告がありましたが、現在までに 30名の選手の

応募がありました。小・中学生世代の選手の応募が多かった一方、高校生以上の参加者

数が少なくなっていますので、皆様のお知り合いにもお声をかけて頂ければと思います。 

         最後に学校給食関係の報告です。これまでの４調理場では、無事に１学期の給食提供

を済ませ、先週末に引っ越し作業を行いました。そして９月より新しい給食センターか

ら給食の提供を開始する予定です。今まで正規職員として勤務していた調理員３名につ

いては２名が用務員に任用替え、１名が保育所の調理員として配置換えとなります。今

まで調理場に勤務していた臨時職員の多くも給食センターで引き続き勤務する予定にな

っています。給食センターの調理配送については４月より株式会社レクトンに業務委託

をしていますが、学校教育課参事が給食センター長として管理責任者を務めます。市教

委と委託業者とで連携を取りながら、２学期より安心・安全な給食を提供できるように

全力を尽くしたいと思います。 

それでは特に質問等ないようですので、報告事項については以上とさせて頂きます。 

 

５． 議事 

（１）議第 27号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について  

 

〈非公開〉 

 

新規申請１件：認 定 

継続申要保護への認定替え１件：認 定 



６．報告事項     

（特になし） 

 

７． その他 

 

委員       先日の稲梓地区区長会にて議論された要望事項についての報告です。稲梓小の通学路

となっている坂道の桜の老木が折れる危険を指摘する声がありましたが、先日稲梓小学

校が国土緑化推進機構の「緑と水の森林ファンド事業」に応募したところ、採択される

見通しとなりました。県内でも採択校は２校のみということですが、これにより 50万円

の助成金を受け取ることとなりました。老木を伐採して新たな桜の苗木を植えるという

方針であり、市からもぜひ協力をお願いしたいという声がありました。学校と地域が連

携してこのように取り組みを行っていますので、市教委としても支援について検討して

頂ければと思います。また、概要が記載された資料を回覧しますので、ご覧いただけれ

ばと思います。 

 

学校教育課長   その件につきましては、稲梓地区出身の市議会議員よりかねてから話がありました。

当初は「採択されるかどうか微妙である」という話でしたが、仮に不採択で補助金を受

けられなかった場合でも市費にて伐採を行う予定でした。この度晴れて採択されたとい

うことで、稲梓の区長会長、教文会会長、いなずさ林業の代表が市教委を訪れ、学校が

検討している事業計画の進め方について打ち合わせをしたところです。伐採作業は 8 月

22 日と 23 日に行う予定であり、木は桜チップに加工して住民に配布される予定とのこ

とです。また、この件に関しては稲梓小学校からもお礼のご連絡を頂いているところで

す。 

 

委員       伐採にあたっては樹木医の診断も必要となっているようですね。 

 

学校教育課長   それについても、相玉区長の友人である樹木医の方が診断をしてくださるということ

です。 

 

教育長      地域と学校が手を取り合って環境を整備する良い取り組みだと思います。他地区にお

いてもこのような連携が円滑に進むよう、市も協力をさせて頂きたいと思います。 

 

 

８．閉会 

   次回開催日を８月 26日（金）14時 00分～ に決定。 

    ７月定例会 ７月 28日（木)  14時 00分開会 

                 教育長 14時 45分に閉会を宣す。 

会議録署名人  


